
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

※
今
回
は
チ
ャ
ネ
リ
ン
グ
を
基
に
小
説

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
著

さ
れ
た
小
林
敦
氏
と
そ
の
き
っ
か
け
を

作
ら
れ
た
大
高
ゆ
う
こ
氏
の
二
人
講
演

と
な
り
ま
す
。
宇
宙
人
か
ら
人
類
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
興
味
深
い
内
容

で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・

知
人
を
お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願

い
ま
す
。

自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

―
夢
の
チ
カ
ラ

　
　
　

講
師　

大
高　

ゆ
う
こ 

氏

人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の

　
　
　

講
師　

小
林　

敦 

氏

大
高
ゆ
う
こ
氏
　
内
容
紹
介

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
に

基
づ
い
た
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
と
は
、

他
人
に
解
い
て
も
ら
う
夢
占
い
や
夢
判

断
と
は
違
い
、
夢
を
「
自
己
分
析
」
す

る
手
法
で
す
。

夢
を
み
た
本
人
だ
け
が
、
本
人
の
心

の
最
奥
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
、
本
人
宛

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
け
る
よ
う
、

多
角
的
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
手
法
を
提
供

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
維
持

会
員
、
正
会
員
に
対
す
る
「
出
欠
用
」

と
欠
席
者
の
た
め
の
「
委
任
状
」
を
兼

ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回
同
封
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
必
ず
6
月
12
日
（
月
）
ま

で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。（
忘
れ
な
い

う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い
致
し
ま
す
。）

し
ま
す
。

大
高
ゆ
う
こ
主
宰
の
「
ド
リ
ー
ム
フ

レ
ン
ド
・
風
」
は
、
基
本
の
ド
リ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
始
め
、
問
題
解
決
技
法
と
し

て
の
「
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
→
「
ド
リ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
」
手
法
も
提
供
し
て
い

ま
す
。

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
著

者
の
小
林
敦
さ
ん
は
、
日
本
で
5
人
し

か
い
な
い
ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
認

定
ト
レ
ー
ナ
ー
で
も
あ
り
、
助
手
も
勤

め
て
頂
き
ま
し
た
。

小
林
敦
さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
、
真

摯
に
自
分
と
向
き
合
っ
て
来
た
方
な
の

で
、
こ
の
度
、
宇
宙
人
マ
ス
タ
ー
達
に
、

「
宇
宙
と
地
球
の
架
け
橋
」
と
し
て
、

大
事
な
役
目
を
任
せ
ら
れ
た
の
も
、
宜

※
5
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

　

す
。

※ 

6
月
18
日（
日
）は
13
：
30
～
14
：
00

に
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

   今
月
号
の
記
事

◎
六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
、
六
月
、

　

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
第
四
一
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
一
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
念
写
の
初
期
過
程
に
現
れ
る
動
的
な

　

ミ
ク
ロ
・
オ
ー
ブ

◎
ゼ
ロ
場（
ゼ
ロ
磁
場
）と
は
何
か

◎
サ
イ
現
象
と
脳
波（
1
）

   な
る
か
な
と
、
納
得
い
た
し
ま
す
。

◎
大
高
ゆ
う
こ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
3
年
東
京
生
ま
れ
。
成
城
大

学
文
芸
学
部
文
化
史
学
科
卒
業
、
1
9

9
3
年
、
睡
眠
中
の
夢
を
、
夢（
願
望
）

の
実
現
に
活
用
す
る
方
法
を
研
究
す
る

た
め
に
、「
ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
」
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設
立
。
モ
ッ
ト
ー
は「
夢
の
チ
カ
ラ
」。

I
A
S
D（
国
際
夢
研
究
協
会
・
本
部

米
国
）
会
員
、「
夢
解
き
日
記
帳
」
実
用

新
案
第
3
0
7
5
7
3
3
号（
平
成
13

年
）、
中
小
企
業
の
創
造
的
事
業
活
動
の

促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法（
創
造
法
）

東
京
都
認
定
事
業
者
、
平
成
13
年
度

「
ド
リ
ー
ム
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
子
ど
も
の
心

を
癒
す
本
」
監
修
、
1
9
9
9
年（
株
）

ゼ
ス
ト
、
電
子
書
籍 

「
今
度
こ
そ
!

人
生
を
変
え
る
魂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
31
」

（
平
成
25
年
）は
、
A
m
a
z
o
n
心
理

学
・
認
識
論
・
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
無

料
3
部
門
で
、
1
位
を
獲
得
、
ア
メ
ー

バ
ブ
ロ
グ
「
自
分
で
出
来
る
夢
分
析
・

ド
リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
の
ブ
ロ
グ
」

http://am
eblo.jp/dfkaze/

小
林
敦
氏
　
内
容
紹
介

現
在
私
は
、
主
に
三
人
の
宇
宙
存
在

と
交
信
（
親
交
）
し
て
い
ま
す
。
彼
ら

が
な
ぜ
私
の
よ
う
な
市
井
の
一
私
人
に

接
触
し
て
き
た
の
か
、
そ
れ
は
、
人
間

の
意
識
進
化
が
現
代
文
明
存
亡
の
カ
ギ

を
握
っ
て
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
理
解

す
る
人
間
が
な
か
な
か
い
な
い
、
と
い

う
理
由
の
よ
う
で
す
。

あ
る
存
在
曰
く
。

「
あ
な
た
た
ち
の
中
で
、
大
き
な
葛
藤

が
未
解
決
の
ま
ま
累
積
し
、
そ
う
し
た

宿
題
を
溜
め
た
ま
ま
進
級
し
よ
う
と
す

る
こ
と
で
ひ
ず
み
が
生
じ
、
そ
れ
が
危

機
的
状
況
を
招
い
て
い
ま
す
。

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
に
ま
で
遡

っ
て
、
そ
れ
を
統
合
で
き
る
な
ら
、
宿

題
は
一
挙
に
片
付
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」

　

人
類
最
古
の
葛
藤
の
原
点
と
は
?　

そ
れ
を
統
合
す
る
方
法
と
は
?　

説
明

す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

頑
張
っ
て
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◎
小
林
敦
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
5
8
年
、
東
京
生
ま
れ
。
十
代

の
頃
よ
り
夢
日
記
を
つ
け
始
め
る
。

30
代
の
と
き
、
大
高
ゆ
う
こ
氏
に
師
事

し
、
夢
の
読
み
解
き
を
習
得
。

2
0
1
2
年
、
あ
る
セ
ラ
ピ
ー
を
受

け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
突
然
宇
宙
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
信
し
始
め
る
。

そ
の
後
3
年
間
、
ほ
ぼ
毎
日
チ
ャ
ネ
リ

ン
グ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
録
し
続

け
、
そ
れ
を
も
と
に
小
説
「
コ
ズ
ミ
ッ

ク
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
」を
執
筆
。

目
下
、
続
編
を
構
想
中
。
現
在
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
と
も
に
栃
木
県
那
須
町
在
住
。

日
時　

平
成
29
年
6
月
18
日（
日
）　

　

午
後
1
時
30
分
～
2
時　

通
常
総
会

　

午
後
2
時
～
4
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
4
／
15
受
領
分
ま
で
）

金
三
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
二
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円
也　
　
　

寺
嶋　

崇
惠　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
26
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
15
日
（
日
）
に
北

と
ぴ
あ
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。
会

員
の
研
究
発
表
+
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ

ー
マ
「
A
I
を
乗
り
越
え
る
の
は
?

A
I
［
人
工
知
能
］
vs 

P
S
I
［
サ
イ

能
力
］）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参

加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り

い
た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
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に
原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で

戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式

は
後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

「
サ
イ
科
学　

2
0
1
6
」
末
頁
の
「
サ

イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く
読

ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

平
成
29
年
7
月
8
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
5
月
20
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

日
本
の
始
ま
り
は
シ
ュ
メ
ー
ル

　
　
　
　

講
師　

坂
井　

洋
一 

氏

日
時　

平
成
29
年
6
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

金
山
巨
石
群
の
『
縄
文
』
太
陽

観
測
ガ
イ
ド

　
　
　
　

講
師　

徳
田　

紫
穂 

氏

日
時　

平
成
29
年
7
月
15
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　
◆
　
　
　
　
　
◆



第
31
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

日
時　

平
成
29
年
7
月
30
日（
日
）

　
　
　

10
時
～
17
時
45
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
3
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

　
　
　

0
3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通
　�

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス「
渋
谷
駅
」
行

で
「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

会
員 

一
〇
〇
〇
円（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
） 

　
　
　

一
般 

二
〇
〇
〇
円

・
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

・ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

世
話
人　

阿
久
津　

淳

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
27
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
&

超
人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発

　
　
　
　

講
師　

末
武　

信
宏 

氏

2
0
0
1
年
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
女
子
七
種
競
技
代
表
を
目
指
し
て

い
た
中
田
有
紀
選
手
が
怪
我
を
し
た
後
、

私
が
ケ
ア
を
し
て
、
早
く
回
復
さ
せ
、

大
変
な
記
録
を
出
せ
た
の
で
、
非
常
に

感
動
さ
れ
て
、
一
緒
に
陸
上
部
を
作
ろ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
さ
か
え
ク
リ

ニ
ッ
ク
陸
上
競
技
部（
S
C
T
C
）を
創

設
し
ま
し
た
。

私
は
は
っ
き
り
ビ
ジ
ョ
ン
が
見
え
た

の
で
、「
絶
対
ア
テ
ネ
に
行
け
る
よ
ね
!
」

と
二
人
で
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
周
囲

の
人
間
か
ら
は
、「
お
ま
え
は
陸
上
も
や

っ
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
指
導
者
な
ん

か
で
き
な
い
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

を
出
せ
る
わ
け
が
な
い
」
と
笑
わ
れ
ま

し
た
。

日
本
の
女
子
が
七
種
競
技
で
世
界
に

出
る
と
い
う
こ
と
は
体
格
的
に
も
非
常

に
難
し
い
の
で
す
が
、
結
果
と
し
て
、

彼
女
は
と
ん
で
も
な
い
日
本
記
録
を
出

し
ま
し
て
、
奇
跡
的
に
ア
テ
ネ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

前
半
で
自
律
神
経
の
お
話
を
し
ま
し

た
が
、
自
律
神
経
は
本
当
に
重
要
で
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
に
関
わ
る
方
も
、
科

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
律
神
経
は
外
せ
な
く
な
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち

①
ス
ト
レ
ス
排
除

②
副
交
感
神
経
機
能
ア
ッ
プ

③ 

交
感
神
経
と
副
交
感
神
経
の
バ
ラ
ン

ス
調
整

　
　
　
　
　
　
　

□

具
体
的
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
?

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
（
ス
ト
レ
ス
が
無

い
状
態
）
を
ど
う
し
て
作
る
か
?

①
個
人
特
性
を
知
る

②
自
分
に
合
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

③ 

ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
の
見
直
し

④ 
正
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
を
身
に
つ

け
る

実
は
手
の
指
が
非
常
に
重
要
で
す
。

大
脳
皮
質
の
運
動
領
域
と
知
覚
領
域
で

も
、
指
に
関
わ
る
領
域
は
非
常
に
大
き

な
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。
実
は
、
ア

ク
セ
ル
が
小
指
で
、
ブ
レ
ー
キ
が
親
指

で
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が
中
指
で
、
方
向

指
示
が
人
差
し
指
と
薬
指
で
す
。

皆
さ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
親
指
を
使
わ
な
い
で
す
ね
。
柔
道
で

相
手
の
襟
を
掴
む
と
き
も
小
指
、
野
球

で
バ
ッ
ト
を
握
る
の
も
小
指
、
剣
道
で

竹
刀
を
持
つ
の
も
小
指
、
ゴ
ル
フ
で
ク

ラ
ブ
を
握
る
の
も
小
指
、
レ
ー
サ
ー
が

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
と
き
も
小
指
で
す
。

つ
ま
り
皆
さ
ん
、
親
指
は
す
ご
く
使

う
力
強
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

実
は
あ
ま
り
使
っ
て
い
な
い
の
で
す
。

す
ご
い
こ
と
に
人
間
は
、
生
ま
れ
た
と

き
か
ら
人
差
し
指
か
薬
指
の
ど
ち
ら
か

が
方
向
指
示
と
し
て
決
ま
っ
て
い
る
の

で
す
。
私
は
コ
ッ
プ
を
も
つ
と
き
、
薬

指
側
で
握
り
、
人
差
し
指
は
ど
う
で
も

い
い
の
で
す
が
、
私
の
娘
や
息
子
は
コ

ッ
プ
を
も
つ
と
き
、
親
指
と
人
差
し
指

で
挟
ん
で
持
ち
ま
す
。
こ
れ
ら
は
無
意

識
で
や
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
無
意
識

で
や
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
す
ご
く
重
要

で
す
。

私
は
鞄
を
も
つ
と
き
、
取
っ
手
を
指

に
引
っ
掛
け
ま
す
が
、
取
っ
手
を
し
っ

か
り
握
る
人
も
い
ま
す
ね
。
電
車
の
つ

り
革
を
も
つ
と
き
、
私
は
指
に
掛
け
ま

す
が
、
し
っ
か
り
握
る
人
も
い
ま
す
。

● ❹●



取
っ
手
を
握
る
タ
イ
プ
は
、
カ
ラ
オ

ケ
で
声
を
出
す
と
き
、
身
体
を
縮
め
て

出
し
ま
す
。
指
を
引
っ
掛
け
る
タ
イ
プ

は
身
体
を
伸
ば
し
て
歌
い
ま
す
。
ま
た

握
る
タ
イ
プ
は
握
力
計
で
測
る
と
き
は

身
体
を
縮
め
ま
す
し
、
指
を
引
っ
掛
け

る
タ
イ
プ
は
握
力
計
で
測
る
と
き
、
身

体
を
伸
ば
し
ま
す
。

大
リ
ー
ガ
ー
の
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、

鞄
は
指
を
引
っ
掛
け
る
タ
イ
プ
で
す
が
、

準
備
運
動
の
と
き
、
股
関
節
が
内
旋
で

可
動
域
が
上
が
る
の
で
、
内
股
で
屈
伸

運
動
を
し
ま
す
。
打
つ
と
き
も
前
足
が

軸
で
、
伸
び
上
が
っ
て
打
つ
タ
イ
プ
で

す
。同

じ
く
大
リ
ー
ガ
ー
だ
っ
た
松
井
秀

喜
選
手
は
、
鞄
の
取
っ
手
を
握
る
タ
イ

プ
な
の
で
、
股
関
節
が
外
旋
で
可
動
域

が
上
が
る
タ
イ
プ
で
す
。
打
つ
と
き
は

後
ろ
足
が
軸
で
、
打
ち
ま
す
。

歌
手
の
森
進
一
さ
ん
や
浜
崎
あ
ゆ
み

さ
ん
は
、
顎
を
下
げ
て
歌
う
タ
イ
プ
で

安
室
奈
美
恵
さ
ん
は
、
顎
を
上
げ
て
歌

う
タ
イ
プ
で
す
。
ボ
ー
カ
ル
の
先
生
で

も
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
歌
い
方
を
指
導
し

た
り
し
ま
す
が
、
生
徒
の
特
性
を
知
っ

て
、
指
導
す
る
の
が
ベ
ス
ト
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
高
橋
尚
子
選
手
は
脇
を
締
め

る
走
り
方
で
し
た
し
、
同
じ
く
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
野
口
み
ず
き
選
手
は
脇
が
空

い
て
腕
を
横
に
振
っ
て
走
る
タ
イ
プ
で

し
た
。
も
し
野
口
み
ず
き
選
手
に
脇
を

締
め
て
走
れ
と
指
導
し
て
い
た
ら
、
平

凡
な
選
手
で
終
わ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。女

性
で
、
座
る
と
き
に
あ
ぐ
ら
を
か

い
た
方
が
楽
な
人
は
、
コ
ッ
プ
を
薬
指

側
で
も
ち
、
股
関
節
が
外
旋
の
方
で
あ

り
、
人
差
し
指
と
親
指
で
コ
ッ
プ
を
掴

む
人
は
、
股
関
節
が
内
旋
で
長
時
間
の

あ
ぐ
ら
は
苦
手
な
方
で
す
。

よ
く
「
心
技
体
」
の
充
実
と
言
い
ま

す
が
、
本
当
は
「
技
体
」
あ
っ
て
こ
そ

の
「
心
」
で
す
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
テ

ィ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高
い
方
も
、
皆
さ

ん
「
技
体
」
が
あ
り
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
今
、
世
界
中
か
ら
自

律
神
経
機
能
を
上
げ
る
シ
ス
テ
ム
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
進
め
て
い

る
の
は「
コ
ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル（Core 

Control

）」
と
い
う
方
法
で
す
。「
コ

ア
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」は
、
激
し
い
身
体

活
動
で
上
昇
し
た
健
康
な
人
の
深
部
体

温
を
、
非
侵
襲
的
に
下
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

①
体
内
深
部
を
急
速
冷
却

②
回
復
力
を
急
速
に
促
進

③
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
飛
躍
的
に
向
上

④
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
開
発
特
許

⑤
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
多
数
愛
用

人
間
は
深
部
体
温
が
た
っ
た
1
度
上

が
っ
た
だ
け
で
、
動
け
な
く
な
り
ま
す
。

深
部
体
温
が
37
度
で
ス
ポ
ー
ツ
で
き
て

も
、
38
度
に
な
っ
た
ら
動
け
な
く
な
り

ま
す
。
深
部
体
温
が
3
度
上
が
っ
た
ら
、

熱
中
症
で
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
冷
や
す
の
は
自
律
神
経
の
役
目
で
す
。

そ
の
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー（
熱
を
放
出
す
る

機
能
）と
な
る
の
は
、
手
の
ひ
ら
で
す
。

・ 

手
の
ひ
ら
、
足
底
、
首
な
ど
の
体
毛

の
無
い
部
位
に
は
、
特
異
的
な
血
管

が
あ
り
ま
す
。（
動
静
脈
吻
合
）

・ 
体
温
上
昇
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
血
管

が
体
内
深
部
か
ら
熱
を
運
び
、
素
早

い
熱
交
換
を
行
い
ま
す
。

・ 

そ
の
冷
や
さ
れ
た
血
液
は
、
直
接
心

臓
に
送
り
返
さ
れ
て
か
ら
、
全
身
を

巡
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
冬
な
ど
た
き
火
を
し
た
と

き
に
、
手
の
ひ
ら
を
火
に
当
て
て
体
が

温
ま
る
の
は
、
同
じ
仕
組
み
で
す
。
手

の
ひ
ら
に
は
す
ご
い
毛
細
血
管
の
束
が

あ
る
の
で
、
陰
圧
を
か
け
て
冷
却
す
る

と
、
血
管
が
拡
張
し
て
血
液
が
冷
や
さ

れ
る
の
で
、
深
部
体
温
が
下
げ
ら
れ
る

の
で
す
。
そ
う
い
う
機
能
を
も
っ
た
装

置
が
ア
メ
リ
カ
に
は
あ
り
ま
し
て
、
N�

B
A（
全
米
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
）、

レ
ー
サ
ー
、
軍
事
（
砂
漠
で
の
戦
闘
）、

消
防
士
、
サ
ッ
カ
ー
の
ブ
ラ
ジ
ル
チ
ー

ム
等
で
も
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

気
功
が
機
械
で
で
き
る
と
い
う
「
エ

ナ
ジ
ー
テ
ラ
ピ
ー
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

私
た
ち
人
間
の
身
体
に
は
微
弱
な
電

気
が
流
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
生
体
電

流
が
滞
る
と
病
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
こ
で
機
械
に
よ
っ
て
微
弱
電
流

を
帯
び
た
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
手
を
身
体
に

あ
て
が
い
、
電
流
で
細
胞
を
振
動
さ
せ

て
活
性
化
し
、
美
し
く
健
康
に
導
く
こ

と
が
で
き
る
技
術
が
「
エ
ナ
ジ
ー
テ
ラ

ピ
ー
」
で
す
。

低
周
波
を
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
身
体
を
通

●❺ ●



し
て
直
接
、
被
施
術
者
の
身
体
に
流
す

こ
と
で
、
被
施
術
者
だ
け
で
な
く
、
セ

ラ
ピ
ス
ト
も
元
気
に
な
る
と
い
う
も
の

で
す
。
例
え
ば
こ
れ
に
よ
り
、
気
管
支

ぜ
ん
そ
く
が
何
故
軽
く
な
っ
た
り
す
る

の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
デ
ー

タ
を
と
っ
て
お
り
ま
す
が
、
施
術
後
す

べ
て
自
律
神
経
機
能
が
上
が
っ
て
お
り

ま
す
。
普
通
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ア
ロ
マ

テ
ラ
ピ
ー
よ
り
も
は
る
か
に
上
が
り
ま

す
。と

い
う
こ
と
で
、
今
私
ど
も
の
研
究

や
指
導
し
て
い
る
こ
と
は
、
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
に
対
し
て
、
も
ち
ろ
ん
ジ
ュ

ニ
ア
か
ら
の
育
成
指
導
も
含
め
ま
し
て
、

A
M
S
A
（
先
端
医
科
学
ス
ポ
ー
ツ
ア

カ
デ
ミ
ー
）
と
い
う
一
般
社
団
法
人
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
最

強
・
最
高
の
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
家
集
団

を
目
指
し
て
お
り
ま
し
て
、
ア
ス
リ
ー

ト
の
超
人
を
造
る
た
め
に
何
を
し
た
ら

い
い
か
を
追
求
し
ま
す
。

実
は
日
本
は
今
、
歴
史
上
最
高
に
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
多
数
控
え
て
お
り

ま
す
。
2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
2
0
1
9
年
の
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
2
0
1
7

年
の
冬
期
ア
ジ
ア
札
幌
大
会
、
そ
し
て

札
幌
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
も
立
候

補
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
集
ま
る
中
、

ア
ス
リ
ー
ト
達
は
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ

リ
ス
ト
に
な
っ
て
も
、
ま
っ
た
く
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
が
国
と
し
て
、
ア

ス
リ
ー
ト
を
手
厚
く
保
護
し
て
い
ま
せ

ん
。
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
は
A
�M�

S
A
を
立
ち
上
げ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
達

を
超
人
育
成
す
る
と
共
に
、
経
済
的
な

面
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
こ
う
と
し
て

お
り
ま
す
。

ア
ス
リ
ー
ト
の
超
人
を
造
る
と
言
い

ま
し
た
が
、
自
分
で
超
能
力
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
人
が
、
私
の
と
こ
ろ
に
一

杯
来
ま
す
。
彼
ら
に
聞
い
て
い
る
の
は
、

「
あ
な
た
は
そ
の
超
能
力
で
人
類
や
社

会
に
ど
ん
な
貢
献
が
で
き
ま
す
か
?
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
番
組
で
も

超
能
力
が
扱
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の

映
像
に
は
も
う
、
う
ん
ざ
り
し
て
お
り

ま
す
。
い
っ
た
い
い
つ
に
な
っ
た
ら
、

霊
や
U
F
O
や
超
能
力
の
エ
ビ
デ
ン
ス

が
得
ら
れ
る
の
か
? 

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
自
分
で
何
が
で
き
る
の
か
を
考

え
て
、退
行
催
眠
か
ら
前
世
療
法
を「
前

世
療
法
」
と
い
う
名
前
が
付
く
前
か
ら
、

や
っ
て
お
り
ま
し
た
。
書
店
で
前
世
療

法
に
関
す
る
本
を
探
し
て
、
稲
垣
勝
巳

と
い
う
方
の
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
が
す
ご
か
っ
た
の
で
、
著
者
と

連
絡
を
と
り
ま
し
た
ら
、
実
は
私
の
中

学
3
年
生
の
と
き
の
担
任
だ
っ
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
30
年
ぶ
り
に
お
会
い
し

ま
し
た
。

私
は
前
世
療
法
の
誘
導
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
一
切
お

金
は
い
た
だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
や
り
方
に
は
自
信
を
も
っ
て
お
り
ま

し
て
、
被
験
者
か
ら
出
て
き
た
言
葉
に

対
し
て
検
証
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

た
だ
被
験
者
が
一
方
的
に
前
世
で
見
た

と
い
う
想
起
を
、
そ
の
方
の
前
世
だ
と

決
め
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
証

明
し
な
か
っ
た
ら
、
信
じ
な
い
で
く
だ

さ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
医
師
で
あ

り
、
科
学
者
で
す
か
ら
。
エ
ビ
デ
ン
ス

が
な
い
こ
と
に
対
し
て
、
安
易
に
口
を

出
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

稲
垣
勝
巳
氏
も
前
世
療
法
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
中
学
生

時
代
、
私
は
片
親
で
家
も
貧
し
か
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
い
じ
め
ら
れ
た
り
、

教
師
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
き
つ
い
こ
と
を

言
わ
れ
て
、
1
番
嫌
い
な
の
は
学
校
の

教
師
で
し
た
が
、
そ
の
中
学
3
年
の
と

き
の
担
任
で
あ
る
稲
垣
勝
巳
氏
だ
け
は
、

真
摯
に
接
し
て
く
れ
て
、
質
問
に
対
し

て
も
ご
ま
か
し
た
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

稲
垣
氏
と
お
会
い
し
て
、
前
世
療
法

に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
お
話
し
ま
し
た
ら
、

す
ご
い
こ
と
が
沢
山
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
彼
の
と
こ
ろ
に
、
テ
レ

ビ
の「
奇
跡
体
験
!
ア
ン
ビ
リ
バ
ボ
ー
」

の
取
材
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
役
の
教

頭
先
生
で
も
あ
っ
た
の
で
、
出
演
等
拒

否
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
私
が
強
く

説
得
し
て
、
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
際
に
稲
垣
氏
の
誘
導
で
2
つ
の
前
世

に
つ
い
て
非
常
に
具
体
的
に
語
っ
た
女

性
の
、
エ
ビ
デ
ン
ス
も
取
り
ま
し
た
。

1
9
6
0
年
代
に
米
国
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

ア
大
学
精
神
科
の
主
任
教
授
に
着
任

し
た
イ
ア
ン
・
ス
チ
ー
ブ
ン
ソ
ン
博
士

（
1
9
1
8
～
2
0
0
7
）
は
、「
前
世

の
記
憶
を
持
つ
と
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち
」

が
世
界
中
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
、

「
生
ま
れ
変
わ
り
」
現
象
に
つ
い
て
研
究

を
行
い
、
1
9
8
7
年
に
最
初
の
著
書

『
前
世
を
記
憶
す
る
子
供
た
ち
』を
出
版

し
て
い
ま
す
。

「
ア
ン
ビ
リ
バ
ボ
ー
」
で
は
、
応
答

型
の
真
正
異
言
（
過
去
に
学
習
し
た
経

験
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
母
国
語
以

外
の
他
言
語
を
話
す
）
を
、
世
界
で
最

初
に
映
像
化
し
ま
し
た
。

※
こ
の
後
、
そ
の
映
像
を
放
映
す
る
。
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第
四
一
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合

―
人
間
の
生
命
細
胞
は
大
自
然
の

精
神
（
神
の
心
＝
法
則
＝
宗
教
）

を
知
る
こ
と
で
維
持
で
き
る
―

　
　
　

講
師　

い
よ
の　

い
し 
氏

と
き　
　

平
成
29
年
1
月
21
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

い
よ
の
い
し
氏
は
1
9
4
0
年
平
壌

生
ま
れ
。

1
9
9
0
年
よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
視
点

で
日
本
語
に
宿
る
言
霊
、
数
霊
か
ら「
古

事
記
」
に
記
さ
れ
た
神
話
の
神
々
の
生

成
と
現
代
宇
宙
創
成
論
は
統
一
的
に
矛

盾
な
く
説
明
が
つ
き
、
人
体
生
命
ま
で

一
貫
し
て
同
じ
法
則
で
繋
が
っ
て
い
る

理
論
を
仮
説
と
し
て
完
成
。

著
書「
天
孫
降
臨
マ
ナ
の
壷
」「
邪
馬

台
国
伊
予
の
愛
媛
西
条
説
」「
い
の
ち
の

こ
と
ば
」「
日
本
の
こ
と
ば
で
宇
宙
を
ひ

も
と
く
」等
が
あ
る
。

「
宗
教
と
生
命
と
科
学
の
融
合
」人
間

の
生
命
細
胞
は
大
自
然
の
精
神（
神
の

心
＝
法
則
＝
宗
教
）
を
知
る
こ
と
で
維

持
で
き
る
。

私
が
「
宗
教
と
科
学
の
融
合
」
を
目

指
し
て
か
れ
こ
れ
30
年
近
く
に
な
り
ま

す
。
そ
の
研
究
の
始
ま
り
は
、
言
葉
と

文
字
は
世
界
共
通
の
「
数
」
か
ら
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
以
来

「
古
事
記
」
や
「
聖
書
」
か
ら
言
葉
の
成

り
立
ち
を
大
自
然
の
法
則
に
合
わ
せ
て

ひ
も
と
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

森
羅
万
象
の
中
に
ミ
ク
ロ
か
ら
マ
ク
ロ

ま
で
一
貫
し
て
出
現
す
る
、
人
に
は
変

え
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
自
然
の
摂
理

（
人
が
従
う
べ
き
万
物
の
法
則
）
で
あ

る
根
幹
を
成
す
数
式
と
そ
の
型
と
意
味

を
発
見
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、「
宗
教

と
生
命
と
科
学
の
融
合
」
が
仮
説
で
は

あ
り
ま
す
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

古
事
記
の
神
々
と
現
代
科
学
の
融
合

「
古
事
記
」の
序
一
段
、
乾
坤
初
め
て

分
か
れ
て
参
神
造
化
の
首
と
な
り
陰
陽

こ
こ
に
開
け
て
二
霊
郡
品
の
祖
と
な
り

き
。
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
記
述
を
現
代
科
学
に
当
て
は
め

て
考
え
る
と「
参
神
」と
は
光
の
三
原
色

と
考
え
ら
れ
、「
参
神
は
一
度
身
を
隠

さ
れ
た
」、
と
の
古
事
記
の
記
述
は
科

学
で
い
う
光
の
三
原
色
が
合
体
す
る
と

見
え
な
く
な
る（
消
え
る
現
象
）と
一
致

し
ま
す
。

又
こ
の
参
神
に
元
素
記
号
を
当
て

は
め
ま
す
と
（
一
）
天
之
御
中
主
神
は

水
素
、（
二
）
高
御
産
巣
日
神
は
酸
素
、

（
三
）
神
産
巣
神
は
炭
素
と
ケ
イ
素
を

夫
々
司
ど
る
と
考
え
ら
れ
、
万
物
根
源

元
素
が
揃
い
ま
す
。

こ
の
参
神
は
光
で
す
か
ら
光
子
（
電

子
）
の
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
が
生
ま
れ

ま
す
の
で
、
二
霊
の
陰
陽
が
揃
い
、
郡

品
の
祖
と
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

次
に
参
神
造
化
の
後
、
第
四
番
目
に

生
ま
れ
た
神
様
の
名
が「
宇
摩
志
阿
志

訶
備
比
古
遅
神
」
こ
の
神
様
が
森
羅
万

象
の
生
命
誕
生
に
必
須
の
お
酒
や
乳
酸

菌
の
発
酵
菌
の
発
生
を
説
い
て
い
ま
す
。

昨
年（
2
0
1
6
年
）の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞（
大
隅
良
典
教
授
）受
賞
の

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー（
自
食
作
用
）も
酵
母

菌
か
ら
発
見
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
生
命
細
胞
（
酵
母
菌
）
に
は
人

に
は
作
れ
な
い
決
ま
っ
た
型
が
あ
り
、

こ
の
型
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
す
る

の
か
解
明
で
き
れ
ば
「
生
命
と
宗
教
と

科
学
の
融
合
」は
可
能
で
す
。

又
「
古
事
記
」
で
は
森
羅
万
象
は
伊

邪
那
岐
命
の
左
回
転
と
伊
邪
那
美
命
の

右
回
転
に
よ
り
生
ま
れ
た
。
と
あ
り
こ

の
陰
陽
二
神
の
回
転
の
原
動
力
が
光
子

の
持
つ
電
子
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の

引
力
と
反
発
力
（
収
縮
・
膨
張
）
と
考

え
れ
ば
天
地
創
造
の
出
発
点
で
「
古
事

記
」と
科
学
の
融
合
可
能
で
す
。

万
物
は
三
次
元
ヘ
リ
カ
ル
左
巻
き
右
巻

き
の
螺
旋
構
造
を
基
本
と
し
て
い
る

　

2
0
0
4
年
岐
阜
大
学
工
学
部
応
用

化
学
科
第
7
号
発
行
の
科
学
誌
元
島
栖

二
教
授
に
よ
る
物
質
の
統
合
と
題
し
て
の

記
事
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
渦
巻
銀
河
は
地
球
上
の
大
気
、
海

洋
、
天
体
の
動
き
、
現
在
の
情
報
技
術

の
電
磁
波
の
動
き
、
我
々
の
意
識
や
思

い
な
ど
の
微
弱
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
は
三
次

元
の
螺
旋
運
動
を
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
ミ
ク
ロ
な
世
界
で
も
我
々
生
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命
の
根
源
で
あ
る
D
N
A
は
右
巻
き
二

重
螺
旋
構
造
を
し
て
い
る
。
蛋
白
質
は

α

－

ヘ
リ
ッ
ク
ス（
右
手
巻
一
重
螺
旋
）

構
造
を
し
て
い
る
。
狂
牛
病
は
淡
白
質

の
一
種
で
あ
る
プ
リ
オ
ン
が
人
間
の
自

然
の
摂
理
、
神
の
意
志
に
反
し
た
行
為

の
た
め
病
原
性
異
常
プ
リ
オ
ン
の
変
質

に
よ
っ
て
起
こ
る
。
異
常
プ
リ
オ
ン
は

螺
旋
構
造
が
著
し
く
崩
れ
て
い
る
と
い

う
。」こ
の
文
章
は
歴
と
し
た
科
学
誌
で

す
が
、「
自
然
の
摂
理
つ
ま
り
神
の
意
思

に
反
す
る
と
螺
旋
構
造
が
崩
れ
て
病
気

に
な
る
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

未
だ
に
螺
旋
渦
巻
き
と
左
巻
き
右
巻
き

の
生
ま
れ
る
原
理
は
解
け
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
一
三
〇
〇
年
前
に
記
さ

れ
た
古
事
記
に
は
い
ざ
な
ぎ
の
命
の
左

回
転
と
い
ざ
な
み
の
命
の
右
回
転
の
正

し
き
に
よ
り
万
物
は
生
成
さ
れ
て
ゆ
く

様
子
は
現
代
科
学
の
記
述
と
一
致
し
て

い
ま
す
。
仏
教
に
は
因
果
応
報
と
い
う

教
え
が
あ
り
ま
す
が
、
量
子
論
に
も
因

果
律
と
い
う
法
則
が
あ
り
因
は
必
ず
果

と
な
っ
て
出
現
す
る
と
い
う
法
則
で
す
。

宗
教
と
は
人
間
を
超
え
た
も
の
を
信

じ
る
こ
と
に
よ
り
安
心
立
命
を
知
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。
よ
っ
て
人
間
を
超
越

し
た
大
自
然
の
法
則
で
あ
る
左
回
転
右

回
転
の
螺
旋
運
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
D
N
A
や
人
体
細
胞
の
絶
対
の

型
が
決
ま
り
、
そ
の
こ
と
は
何
を
意
味

し
神
は
人
類
に
何
を
伝
え
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
知
る
こ
と
で
正
し
き
因
を
知

り
果
報
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

三
次
元
ヘ
リ
カ
ル
左
巻
右
巻
は
電
子
ニ

ュ
ー
ト
リ
ノ
の
螺
旋
楕
円
渦
巻
き
か
ら

生
ま
れ
る

そ
の
因
子
と
な
る
原
理
は
光
か
ら
生

ま
れ
た
電
子
は
上
下
運
動
太
陽
や
星
の

爆
発
で
生
ま
れ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
中
性

微
子
は
左
右
運
動
と
い
う
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
両
者
が
結
合
す
る
こ

と
で
お
互
い
に
引
っ
張
り
あ
い
螺
旋
回

転
が
始
ま
り
ま
す
。
電
子
と
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ
が
結
合
す
る
と

e
2 + γ 2=

γ 2+ e
2

と
い
う
鏡
映
対
称
式
が
表
れ
ま
す（
石

田
考
察
式
）。
こ
れ
が
螺
旋
回
転
の
左
巻

き
右
巻
き
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
式
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
の
定
理
と
同

じ
数
式
で
数
学
的
に
は
誰
が
見
て
も
最

も
美
し
い
と
思
う
黄
金
比
と
な
っ
て
い

ま
す
。
故
に
森
羅
万
象
の
大
法
則
は
美

し
い
真
善
美
と
い
う
心
か
ら
生
ま
れ
こ

の
心
が
崩
れ
る
と
右
手
型
渦
巻
き
が
崩

れ
る
法
則
に
な
っ
て
い
る
み
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
法
則
に
な
い
心
は
つ
く
り

よ
う
が
な
い
か
ら
で
す（
図
1
参
照
）。

［
図
1
］

［
図
2
］

図
1
は
二
次
元
螺
旋
回
転
図
で
す
。

物
質
は
三
次
元
で
す
か
ら
立
体
螺
旋
楕

円
渦
巻
構
造
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

三
次
元
（
物
質
）
螺
旋
（
楕
円
）
渦
巻
構

造
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

高
温
爆
発
で
発
生
し
た
電
子
ニ
ュ
ー

ト
リ
ノ
（
二
次
元
）
が
宇
宙
の
絶
対
温

度
で
急
速
冷
却
さ
れ
る
と
三
次
元
楕
円

（
螺
旋
）
渦
巻
が
始
ま
り
、
渦
の
中
に

「SiO
H

」
珪
・
酸
・
水
の
正
四
面
体
が

生
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
が
万
物
の
最
初
に

あ
る
物
質
で
す
。「
珪
・
酸
・
水
」
と

は
水
（H

2 O

）
と
珪
素
（Si

）
は
生
ま
れ

た
時
か
ら
分
離
不
可
の
三
位
一
体
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
島
敏
樹

氏
の
著
書
「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム

力
」
の
中
で
「
水
と
珪
素
は
分
離
不
可
」

と
述
べ
て
居
ら
れ
る
事
と
石
田
説
は
一

致
し
て
い
ま
す
。
石
田
は
こ
れ
を
「
液

晶
」「
シ
リ
コ
ン
」
と
考
え
て
い
ま
す

（
図
2
参
照
）。

図
2
の
向
か
っ
て
右
上
の
水
の
正
四

面
体
分
子
構
造
は
川
田
薫
著
「
い
の
ち

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
新
日
本
文
芸
社
）
か

ら
の
引
用
図
で
す
。
今
は
水
中
の
鏡
映

対
称
性
（
左
手
型
・
右
手
型
）
が
存
在

す
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
上

図
は
石
田
の
考
察
し
た
鏡
映
対
称
性

（
光
学
異
性
体
）
の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
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ズ
ム
で
す
。
図
で
も
分
か
り
ま
す
よ
う

に
膨
張
と
収
縮
が
同
時
に
起
こ
り
左
右

は
一
対
の
分
離
不
可
ち
ょ
う
ど
人
体
の

左
右
が
分
離
不
可
と
同
じ
で
左
右
は
運

命
共
同
体
で
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
神
の
法
則
で
あ
る
「
真
善
美
」

愛
他
心
、
誠
実
、
感
謝
、
笑
顔
、
大
自

然
の
理
に
従
う
こ
と
で
右
型
正
四
面
体

は
保
た
れ
、
心
が
正
常
で
あ
れ
ば
体
内

で
常
温
原
子
転
換
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
肉
体
は
健
康
で
安
心
立
命
が
得
ら
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
の
体
内
常
温
原
子

転
換
に
つ
い
て

生
体
内
常
温
原
子
転
換
で
有
名
な
フ

ラ
ン
ス
の
ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
博
士
の

ニ
ワ
ト
リ
の
実
験
で
ニ
ワ
ト
リ
に
長
い

間
カ
ル
シ
ウ
ム
を
全
く
与
え
ず「
雲
母
」

を
え
さ
と
し
て
与
え
る
と
カ
ル
シ
ウ
ム

入
り
の
卵
を
産
む
よ
う
に
な
っ
た
。
と

い
う
の
が
生
体
内
原
子
転
換
の
発
表
で

す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

な
が
ら
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た（
資

料
提
供
・
中
島
敏
樹
氏
）。
現
在
高
温
原

子
転
換
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
常

温
原
子
転
換
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
現
代
科
学
で
は
説
明
不

可
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

自
然
界
に
低
温
原
子
転
換
が
存
在
す
る

［
図
3
］

こ
と
は
科
学
も
周
知
の
事
実
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
常
温
核
融
合
2 

0 

0 

8
」
凝
集
核

融
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
阪
大
名
誉
教
授
高

橋
克
人
工
学
博
士
著
に
は
、
常
温
核
融

合
の
必
要
条
件
と
し
て
（
1
）
正
四
面

体
構
造
が
必
要
、（
2
）CaO
（
酸
化
カ

ル
シ
ュ
ウ
ム
）
の
触
媒
が
必
要
、（
3
）

4 D

（
重
水
）
の
正
四
面
体
2
ケ
（d+e
）

+

（d+e

）
が
必
要
（
重
水
はH

+H
）、

（
4
）4 H

（
水
）
軽
水
で
は
常
温
原
子

転
換
は
起
こ
ら
な
い
、（
5
）ス
パ
イ
ラ

ル
（
二
次
元
平
面
渦
巻
き
）
で
は
起
こ

ら
ず
螺
旋
回
転
（
三
次
元
）
で
起
こ
る
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。
図
3
は
ケ
ル
ブ
ラ

ン
の
生
体
内
原
子
転
換
図
で
す
。
中
心

か
ら
上
に8 O

16　

1 H
1

、
下
部
に1 H

1

8 O
16

が
光
学
異
性
体
の
左
手
型
、
右
手

型
の
配
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

O
H

は
川
田
薫
氏
の
正
四
面
体
が
ケ
ル

ブ
ラ
ン
の
上
・
下
に2

ケ
入
る
と4 D

と
な
り
常
温
核
融
合
の
条
件
は
そ
ろ

い
ま
す
。
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
に
は
触
媒

と
し
て
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ウ
ム
（A

l

）
と
カ

リ
ウ
ム
（K

）
の
入
っ
た
雲
母
を
与
え

て
い
ま
す
。
ル
イ
・
ケ
ル
ブ
ラ
ン
の
原

子
転
換
の
質
量
等
価
の
算
式
に
よ
る
と 

K
（39
）＋H

（1

）＝Ca

（40

）　

A
l

（27

） 
＋H
（1
）＝Si

（28

）　N

（14

）＋N

（14

） 

＝Si

（28
）
と
な
っ
て
い
ま
す（
資
料

提
供
・
中
島
敏
樹
氏
）。
そ
こ
で
石
田

仮
説
と
し
ま
し
て
「
雲
母
は
体
内
で

4D

（
重
水
）
正
四
面
体
の（H

＋H

）＋

（H

＋H

）と
反
応
しA

l

＋H

＝Si　

K

＋

H

＝Ca

で
常
温
原
子
転
換
に
必
要
な

「SiO
H

」の
正
四
面
体
が
体
内
に
生
ま
れ

（
図
2
参
照
）
触
媒
のCa

も
体
内
で
生

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
自
然
発
生
す
る

キ
ラ
キ
ラ
光
る
液
晶
細
胞
の
オ
ー
ト
フ

ァ
ー
ジ
ー（
自
食
作
用
）の
体
内
原
子
転

換
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
考
え
ら
れ
、
ミ
ネ

ラ
ル
の
必
要
性
が
見
え
て
き
ま
す
。
尚

生
体
内
の「O

H

」は「
水
酸
塩
基
」で
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
又
は
ア
ル
コ
ー
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。

結
言光

学
異
性
体
は
1
8
6
0
年
細
菌

学
者
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て

「
ブ
ド
ウ
酒
」
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
ま

し
た（
液
晶
の
し
く
み
よ
り
）。

ワ
イ
ン
は
ア
ル
コ
ー
ル
で「O

H

」
で

す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
ワ
イ
ン
は「
イ
エ

ス
の
血
、
パ
ン
は
イ
エ
ス
の
肉
」と
説
き

ま
す
。「
左
手
型
が
肉
体
を
作
る
食
物

の
パ
ン
か
ら
摂
取
」「
右
手
型
が
精
神
で

作
ら
れ
る
血
液
」で
ア
ル
コ
ー
ル
は
精
神

に
作
用
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
左
手
型

と
右
手
型
は
分
離
無
不
可
の
一
対
で
す

が
食
物
を
血
と
肉
体
に
作
り
上
げ
る
主

導
権
は
精
神
つ
ま
り
物
の
考
え
方
と
そ

の
行
動
で
決
ま
る
と
い
え
ま
す
。
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病
は
気
か
ら
と
い
い
ま
す
。
ス
ト
レ

ス
か
ら
病
気
、
特
に
精
神
を
病
む
の
を

見
て
も
分
か
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は“
ワ
イ
ン
”、
日
本

は“
御
神
酒（
お
み
き
）”
が
あ
り
、「
酒

は
百
薬
の
長
」
と
い
い
ま
す
。
又
生
命

細
胞
は
液
晶
で
植
物
繊
維
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル（
脂
肪
）か
ら
発
見
さ
れ
た
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
植
物
繊
維
が
大

切
で
す
と
言
わ
れ
る
の
は
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
の
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
コ
レ
ス
テ
リ
ッ
ク
液
晶
は
I
T

構
造
に
欠
か
せ
な
い
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
な

っ
て
お
り
、
人
工
頭
脳
も
人
体
と
同
じ

光
学
異
性
体
を
人
工
的
に
作
り
上
げ
た

も
の
で
す
。
こ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
こ

と
は「
神
は
天
で
は
な
く
創
造
物
の
中

に
宿
る
」
と
言
え
身
の
周
り
の
物
を
見

る
こ
と
で
神
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
御
神
酒
」（
お

み
き
）
は
天
地
創
造
第
四
番
目
に
誕
生

し
た「
宇
摩
志
阿
志
訶
備
比
古
遅
神
」様

が
司
り
ま
す
。
尚「
過
ぎ
た
る
は
猶
及

ば
ざ
る
が
如
し
」
と
言
い
ま
す
。
お
酒

も
宗
教
も
程
の
よ
さ
が
大
切
と
い
え
ま

す
。

　

尚
人
体
内
常
温
原
子
転
換
に
は

「SiO
H

」が
必
須
で
す
が「
真
善
美
」の

精
神
で
呼
吸
す
れ
ば
、
空
気
中
の
窒
素

N

（16

）と
体
内
のN

（16

）と
で
も「Si

」

は
生
ま
れ
、
体
内
の
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー

は
自
然
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

（
石
田
の
仮
説
で
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
考
文
献（
引
用
順
に
示
し
ま
す
）

「
古
事
記
」「
聖
書
」

「
物
質
の
統
合
」
岐
阜
大
学
工
学
部
応

用
科
学
科
第
7
号
元
島
栖
二
教
授
著

（
2
0
0
4
）

「
水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
」
中
島
敏

樹
著
（
E
c
o

−
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

（
2
0
0
3
）

「
い
の
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
川
田
薫
著

（
新
日
本
文
芸
協
会
）（
2
0
1
2
）

「
常
温
核
融
合
2
0
0
8
」
凝
集
核

融
合
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
阪
大
名
誉
教
授

高
橋
克
人
工
学
博
士
著
（
工
芸
社
）

（
2
0
0
8
）

「
図
解
雑
学
液
晶
の
し
く
み
」
水
田
進

（
ナ
ツ
メ
社
）（
2
0
0
2
）

「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」
い
よ
の
い
し

（
2
0
1
2
）

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
12
名
、
非
会

員
25
名
計
37
名
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
五
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

憑
依
診
療
の
進
歩
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊

　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

（ 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

院
長
）

と
き　
　

平
成
29
年
2
月
18
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

橋
本
和
哉
氏
は
祖
母
が
霊
能
者
で
幼

少
時
か
ら
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
を

身
近
に
感
じ
、
大
学
で
は
、
催
眠
、
ヨ

ガ
、
心
理
学
に
興
味
を
持
っ
た
。
昭
和

63
年
、
大
阪
大
学
医
学
部
大
学
院
卒
後
、

漢
方
、
気
功
、
O
リ
ン
グ
テ
ス
ト
、
ダ

ウ
ジ
ン
グ
、
催
眠
を
学
ぶ
。
平
成
12
年

に「
は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

平
成
14
年
、
N
P
O「
癒
し
と
健
康
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」を
作
り
、
医
療
ヨ
ガ
と
気

功
の
指
導
な
ど
、
癒
し
や
健
康
に
関
す

る
情
報
発
信
、
講
座
を
は
じ
め
る
。
そ

の
後
、
意
識
し
た
気
を
対
象
物
に
当
て

た
共
鳴
で
何
が
あ
る
か
を
調
べ
る「
気

当
て
診
断
法
」
と
、
自
分
の
希
望
す
る

気
を
意
識
し
て
共
鳴
し
た
氣
を
用
い
る

「
天
賜
気
功
」を
開
発
し
、
医
療
、
食
品
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
、
霊
障
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
応
用
す
る
。 

医
学
博
士
、
は
し
も
と
内
科
外
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
N
P
O
癒
し
と
健
康

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

理
事
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ

ッ
ク
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
医
学
研
究
会 

理

事
、
日
本
サ
イ
科
学
会 

理
事
、
関
西
サ

イ
科
学
会 

幹
事
、
地
区
医
師
会 

理
事

著
書「
医
師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸
社
）

現
代
医
学
を
主
と
し
た
診
療
を
し
て

い
る
と
時
に
原
因
不
明
の
病
態
の
方
を

経
験
し
ま
す
。

私
の
母
も
平
成
19
年
3
月
、
全
身
倦

怠
感
、
微
熱
で
私
の
診
断
も
他
の
病
院

で
の
診
断
も
原
因
不
明
で
し
た
。
1
年

間
一
般
的
な
治
療
を
し
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ず
っ
と
体
調
不
良
が
続
き
ま
し

● �●



た
。平

成
20
年
3
月
ま
た
微
熱
、
倦
怠
感

を
起
こ
し
、
そ
の
時
は
私
は
曲
が
り
な

り
に
も
霊
障
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
て
、
霊
障
と
診
断
し
浄
霊
し
た
と

こ
ろ
数
日
で
ウ
ソ
の
よ
う
に
改
善
し
ま

し
た
。

霊
媒
実
験
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
霊
媒
さ
ん
の
中
に
居
る
霊
と
対
話

を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
の

問
い
か
け
に
暫
く
無
言
。
何
度
か
問
い

か
け
て
第
一
声
が
太
い
男
の
声
で
、「
う

っ
、
う
る
さ
い
な
!
」

一
瞬
怯
み
ま
し
た
が
、
気
を
持
ち
直

し
、「
あ
な
た
は
死
ん
で
い
る
の
を
わ

か
っ
て
い
る
の
で
す
か
?
」
と
問
う
と
、

「
こ
ん
な
に
痛
い
の
に
死
ん
で
い
る
わ
け

な
い
だ
ろ
う
」
と
の
返
事
。
多
分
斬
り

殺
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
が
、
自
分
が
死

ん
で
い
る
自
覚
が
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
名
前
を
忘
れ
て
い
た
こ
と
と
、
今
は

何
処
に
い
る
か
分
か
ら
な
い
こ
と
で
や

っ
と
死
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
さ
れ
ま

し
た
。
霊
界
に
行
け
ば
今
の
し
ん
ど
さ

が
改
善
す
る
と
伝
え
る
と
霊
界
に
行
く

こ
と
を
同
意
さ
れ
無
事
に
霊
界
に
送
れ

ま
し
た
。
あ
と
3
人
の
霊
も
同
じ
く
お

話
し
し
霊
界
に
送
れ
ま
し
た
。

私
が
霊
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
の
失
敗
談
で
す
。
霊
の
気
当
て

チ
ェ
ッ
ク
が
と
て
も
面
白
く
な
り
何
度

も
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
う
ち
身
の

置
き
所
が
な
い
ほ
ど
の
倦
怠
感
が
襲
っ

て
き
ま
し
た
。
自
分
自
身
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
霊
の
反
応
が
半
端
で
は
な
か

っ
た
の
に
驚
愕
し
ま
し
た
。
線
香
で
燻

ら
す
、
音
楽
を
聴
く
な
ど
い
ろ
い
ろ
や

り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
改
善
せ
ず
、

以
下
に
あ
げ
る
天
賜
気
功
で
や
っ
と
改

善
し
ま
し
た
。
も
う
死
ぬ
か
と
思
う
く

ら
い
の
し
ん
ど
さ
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
か
ら
霊
障
は
本
当
に

あ
る
の
だ
な
ぁ
、
と
確
信
し
研
究
を
始

め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

憑
依
診
断
は
、
私
が
独
自
に
開
発
し

た
気
当
て
診
断
法
を
使
っ
て
い
ま
す
。

コ
ウ
モ
リ
は
超
音
波
を
当
て
て
そ
の
跳

ね
返
り
で
物
を
見
ま
す
が
、
超
音
波
の

代
わ
り
に
気
を
当
て
て
そ
の
跳
ね
返
り

で
何
が
あ
る
か
を
見
る
の
が
気
当
て
診

断
法
で
す
。

当
て
る
気
に
探
し
た
い
も
の
の
イ
メ

ー
ジ
を
乗
せ
、
対
象
物
に
当
て
ま
す
。

そ
の
気
に
共
鳴
し
た
ら
跳
ね
返
り
ま
す
。

そ
れ
に
よ
り
探
す
物
の
有
る
無
し
を
判

定
し
ま
す
。

会
場
で
は
気
を
出
す
練
習
と
気
当
て

診
断
を
実
習
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

浄
霊
法
に
は
私
は
天
賜
気
功
法
を
使

い
ま
す
。
天
に
気
を
当
て
る
と
イ
メ
ー

ジ
通
り
の
気
が
降
り
て
き
ま
す
。
例
え

ば
、
元
気
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
熱
い
元

気
が
、
癒
し
と
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
涼
や

か
な
癒
し
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
降
り
て

き
ま
す
。
浄
霊
で
は
ア
マ
テ
ラ
ス
様
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ
し
、
さ
ら
に
同
じ

所
か
ら
霊
を
癒
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ

し
、
憑
依
霊
に
入
れ
る
と
一
瞬
で
霊
が

霊
界
に
上
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
気
功
が
で
き
な
い
人
の

た
め
浄
霊
グ
ッ
ズ
も
作
り
ま
し
た
。
空

間
に
漂
う
霊
を
浄
霊
す
る
霊
障
ス
プ
レ

ー
、
体
内
に
憑
依
す
る
霊
を
霊
界
へ
あ

げ
る
霊
障
オ
イ
ル
で
す
。
さ
ら
に
遠
隔

浄
霊
に
は
メ
タ
ル
シ
ー
ト
に
浄
霊
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
入
れ
、
そ
の
上
に
、
憑
依
さ

れ
た
人
の
情
報
を
転
写
し
た
人
形
を
置

く
と
遠
隔
浄
霊
で
き
ま
す
。

会
場
で
は
メ
タ
ル
シ
ー
ト
を
使
う
実

演
も
し
、
憑
依
さ
れ
た
方
は
5
分
く
ら

い
で
ス
ッ
キ
リ
さ
れ
ま
し
た
。

浄
霊
で
は
人
の
浄
霊
だ
け
で
な
く
、

住
ん
で
い
る
家
や
家
の
周
辺
な
ど
憑
依

す
る
場
所
の
浄
霊
も
必
要
で
す
。
家
に

死
霊
が
い
る
と
い
く
ら
人
だ
け
浄
霊
を

し
て
も
直
ぐ
に
ま
た
憑
依
し
ま
す
。
つ

ま
り
、
何
処
で
憑
依
さ
れ
る
の
か
を
調

べ
て
根
本
か
ら
対
処
が
必
要
で
す
。
先

ほ
ど
の
方
も
家
に
も
死
霊
が
い
た
の

で
、
家
の
間
取
り
図
を
描
い
た
紙
を
シ

ー
ト
に
置
き
浄
霊
を
行
い
ま
し
た
。

家
の
周
辺
に
も
憑
依
霊
が
居
そ
う
で

し
た
が
、
地
図
が
無
い
の
で
出
来
ず
、

ぜ
ひ
家
の
周
辺
も
や
っ
て
く
だ
さ
い
、

と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

次
は
悪
霊
で
す
。

霊
に
憑
か
れ
る
と
不
調
に
な
る
の
で
、

憑
依
霊
は
全
て
悪
霊
と
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た

霊
障
は
、
霊
界
に
行
け
て
い
な
い
悩
め

る
霊
に
よ
る
障
害
で
す
。
そ
の
霊
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
レ
ベ
ル
が
低
い
た
め
近
寄
っ

て
来
ら
れ
る
と
受
け
手
は
生
命
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
削
が
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う

し
た
霊
に
は
人
に
憑
い
て
不
幸
に
し
て

や
ろ
う
と
い
う
意
志
は
あ
り
ま
せ
ん
。

重
病
や
悩
め
る
人
が
側
に
来
る
と
倦
怠

感
を
感
じ
る
の
と
似
て
い
て
悪
意
は
全

く
な
い
の
で
す
。

一
方
、
人
に
憑
い
て
不
幸
に
し
て
や

ろ
う
と
悪
意
を
持
っ
た
霊
が
い
ま
す
。

そ
れ
が
悪
霊
で
す
。

駅
で
飛
び
込
み
自
殺
さ
せ
る
な
ど
は

悪
霊
の
仕
業
で
す
。
私
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
向
か
お
う
と
し
て
、
大
雨
を
降
ら
し

持
っ
て
い
た
紙
袋
を
ズ
タ
ズ
タ
に
し
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
し
、
陶
器
の
壺
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を
木
っ
端
微
塵
に
破
壊
し
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
浄
霊
は
悪
霊
に

は
全
く
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
処
は
一
般
の
霊
能
者
で
も
な
か
な

か
困
難
で
す
。
対
処
し
よ
う
と
す
る
施

術
者
も
相
当
攻
撃
さ
れ
ま
す
。
私
は
蔵

王
権
現
を
は
じ
め
と
し
た
神
仏
に
お
願

い
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
ダ
メ
な
場
合
は

紙
に
封
じ
込
め
て
焼
き
切
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

人
の
霊
憑
依
の
特
殊
な
場
合
に
因
縁

霊
が
あ
り
ま
す
。

因
縁
霊
に
よ
る
霊
障
と
は
、
恨
み
を

持
っ
て
亡
く
な
っ
た
人
が
憑
依
し
て
来

る
ケ
ー
ス
で
す
。

こ
の
世
で
自
分
が
犯
し
た
罪
な
ら
理

解
で
き
ま
す
が
、
現
代
は
そ
う
い
う
ケ

ー
ス
は
む
し
ろ
稀
で
す
。
過
去
世
に
誰

か
だ
っ
た
あ
な
た
が
犯
し
た
罪
の
た
め

恨
み
祟
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
場
合
、
あ
な
た
は
顕
在
意
識
で

の
記
憶
が
な
く
何
故
そ
の
霊
が
自
分
を

攻
撃
す
る
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
霊
に
時
間
、
空
間
は
あ
り

ま
せ
ん
。
過
去
世
の
あ
な
た
も
今
の
あ

な
た
も
罪
を
犯
さ
れ
た
霊
に
と
っ
て
は

同
じ
で
、
攻
撃
し
て
来
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
あ
な
た
の
ご
先
祖
が
犯

し
た
罪
に
よ
り
恨
み
祟
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
親
の
因
果
が
子
に
報
う
の
で

す
。
先
祖
が
他
界
し
て
居
な
い
の
で
因

縁
霊
は
子
孫
を
祟
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
浄
霊
は
ほ
と
ん
ど
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
内
容
を
吟
味
し
て
、
自

分
が
も
は
や
過
去
世
の
そ
の
人
で
な
い

こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
と
か
、
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
力
も
借
り
た
り
、
親
の
因
果

を
謝
罪
す
る
な
ど
が
必
要
で
す
。
し
か

し
、
怨
霊
は
一
般
に
無
理
難
題
を
言
っ

て
き
ま
す
。
貴
方
が
全
財
産
を
失
っ
た

ら
許
し
て
や
る
、
な
ど
で
す
。
中
を
執

り
持
つ
霊
能
者
が
如
何
に
仲
介
す
る
か
、

そ
の
力
量
が
問
わ
れ
ま
す
。
弁
護
士
の

力
量
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
謝
罪
し
て

も
先
方
が
許
す
ま
で
か
な
り
の
期
間
が

必
要
な
こ
と
も
多
い
で
す
。

生
霊
で
、
軽
い
の
は
人
か
ら
自
分
に

向
け
ら
れ
た
意
識
で
す
。
誰
で
も
人
と

関
わ
る
の
で
、
そ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
多
少
と
も
身
体
に
付
き
ま
す
。
人
か

ら
の
意
識
で
強
い
生
霊
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
、
身
体
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
来

ま
す
。
生
霊
ス
プ
レ
ー
、
漢
方
薬
を
使

い
改
善
さ
せ
ま
す
。

妖
怪
の
話
は
民
俗
学
で
よ
く
お
目
に

か
か
り
ま
す
が
、
実
は
昔
の
話
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
に
お
い
て
あ
な

た
の
周
り
に
も
妖
怪
憑
依
の
人
は
た
く

さ
ん
居
ま
す
。
我
の
強
さ
、
モ
ン
ス
タ

ー
ペ
ア
レ
ン
ト
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
人
格
、

い
じ
め
、
癌
性
格
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
、
ア

レ
ル
ギ
ー
患
者
、
人
を
押
し
の
け
て
得

た
社
会
的
成
功
者
、
心
理
学
リ
ー
ダ
ー
、

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
リ
ー
ダ
ー
な
ど
に
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
た
だ
妖
怪
の
知
識
が

な
い
の
で
見
抜
け
な
い
だ
け
で
す
。

妖
怪
憑
依
の
方
に
実
演
を
し
ま
し

た
。
そ
の
方
は
自
覚
症
状
は
な
く
、
多

分
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
ま
り
高
く
な
い
土

地
神
さ
ん
の
よ
う
な
妖
怪
に
長
年
憑
依

さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

そ
の
方
の
前
後
に
護
符
を
貼
っ
て
、

妖
怪
を
出
す
の
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

護
符
を
貼
り
付
け
る
と
顔
の
あ
た
り

が
熱
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
身
体
に
入

っ
て
い
る
妖
怪
が
煙
突
の
煙
の
よ
う
に

上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
5
分
く
ら
い
で

無
く
な
り
ま
し
た
。
妖
怪
憑
依
に
は
そ

の
妖
怪
に
効
果
の
あ
る
護
符
を
使
う
と

上
手
く
出
せ
ま
す
。

宇
宙
霊
は
宇
宙
か
ら
や
っ
て
き
た
意

識
体
で
す
。
イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
ゲ
ー
ム
の

イ
ン
ベ
ー
ダ
ー
み
た
い
な
雰
囲
気
で
す
。

チ
ュ
ー
イ
ン
グ
ガ
ム
の
よ
う
な
ネ
バ
ー

と
し
た
感
じ
が
し
ま
す
。
宇
宙
生
ま
れ

の
魂
の
方
に
憑
き
や
す
い
印
象
で
す
。

漢
方
薬
、
あ
る
特
定
の
焼
酎
な
ど
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

憑
依
に
よ
る
障
害
以
外
に
意
識
体
か

ら
向
け
ら
れ
た
意
識
で
障
害
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
悩
め
る
霊
の
場
合
は
、

助
け
て
く
れ
、
と
、
妖
怪
や
悪
霊
の
場

合
は
攻
撃
の
意
識
が
多
い
で
す
。
い
ず

れ
も
遠
方
か
ら
意
識
は
飛
ん
で
来
ま
す
。

特
に
攻
撃
の
場
合
は
全
身
に
突
き
刺
さ

る
矢
の
よ
う
に
飛
ん
で
来
て
障
害
さ
れ

ま
す
。

こ
の
場
合
は
丁
寧
に
突
き
刺
さ
さ
っ

た
意
識
を
取
る
か
効
果
の
あ
る
ヤ
ン
ト

ラ
を
使
い
ま
す
。

生
霊
は
生
き
た
人
間
が
発
し
た
意
識

の
強
烈
な
も
の
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
生
き
た
人
間
に
憑
依
し
た

霊
や
妖
怪
が
人
間
の
意
識
を
介
し
て
飛

ば
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

こ
う
し
た
お
話
や
実
習
は
珍
し
か
っ

た
の
か
、
熱
心
に
聞
い
て
頂
け
ま
し
た
。

ま
た
質
問
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
時
間

の
限
り
続
き
ま
し
た
。

参
加
頂
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
さ
い
ま
し
た
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
16
名
、
非
会

員
31
名
、
合
計
47
名
で
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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ンのイオン対。同様に（a-2）は陰・微細身素粒
子と陽・微細身素粒子を意味している。微細身
素粒子とは、撮影時に撮影者の皮膚（チャクラ）
から射出されるプラーナ（サイ、気、オーラ）を
意味している。其々はスピンしているが、回転
方向が同一なので、陰と陽が引き合い、巴型に
なる。（a-1）、（a-2）と（b-1）、（b-2）は回転方向
が逆なので磁力またはクーロン力によって引き
合い、次第に接近する事になる（オーブの長さ
は短くなる）。また、（a）の巴型の回転体の2つ
の目には、紙面に垂直方向に（b）のベクトルが
あり、其々は逆方向に進行・移動している。

他方、地球には南極（N極）から北極（S極）
に向かう変動する磁力線が存在している。撮
影画面の縦方向に位置を占めているラビット・
オーブには横方向に電流が流れており、その
ために巴型の回転体の目（図中の小丸）にある
ベクトル（b）には、直交して磁場が働く筈であ
る。地球磁場はほぼ7.8Hzで変動しているので、
巴型の目にあるベクトルも、進行しながら、ほ
ぼ7.8Hzで変動している。この時、磁気の重な
り（作用）が同極の時には斥力、異極時には引
力に成る筈である。つまり、ラビット・オーブ
にも磁気力やクーロン力があり、引き合って短
くなって、次第に丸くなり、つぎに、両方の目
にあるベクトルの磁力の斥力によって反発して
180度に反転する、のであろう。これらの変化

は、7.8Hzの共振地球磁気と同調して生起する、
と判断している。

5．総合的に判断する
ミクロ・オーブは、時間の経過とともに次第

に成長して、一個の成熟したマクロ・オーブに
なる。念写とオーブの関係を説明するために、
仮定を設ける。―仮定（1）：オーブはPSI-
spin群の集合体である。仮定（2）：オーラ（自己）
とオーブとは同種・同族・同根である。―大
気中には様々なPSI-spin群（光子群）が存在し
ている（図1）。これは撮影者のオーラ（微細身
素粒子、サイ、気、プラーナ、生霊）の分身で
あり、死後の霊体の一部でもある。つまりPSI-
spin群は生死、男女、自己と他者、種族、植物、
動物等を超えた存在である。

オーブは、呼掛けに応じて発生する（集ま
る）。そしてミクロ・オーブ（初期）、ラビット・
オーブ（中期）、オーブ（成熟期、後期）と次第
に成長する。初期と中期の段階は、柔らかな綿
状の光子集合体であるが、後期の成熟期にな
ると、大きな集合体になり、結合力も増して、
普通に撮影される球形状等になる。初期の段
階からカオス（ゆらぎ）が形成（発生）され、カ
オス・アトラクターを形成する。そして、後期
になると非対称干渉縞模様等の「オーブの表
情」を造る事になる。念写像は、このカオス・
アトラクターの切断面（ポアンカレ写像）等とし
て現出すると判断できる（実像ある）。なお、ア
トラクターの分岐（内容）が、念写像（事象の区
別）を決めるのであろう。つまり、分岐点での
オン・オフ（例、「+」、「−」の選択）は意念によっ
てきめられる。さらには、分岐の過程には「窓」
と云う現象がある。アトラクター成分には（+）
成分と（−）成分がある。しだいにアトラクター
の密度が増してこれらが作用し合って相殺し合
う（ゼロになる）場合がある。この時点で念写
像が形成される場合もあり得る、と考えている。

オーブ研究の一つの目的は、自己の指導霊を
オーブとして現出させて、無意識を介して「生
き方」の指針を受ける事にあるだろう。指導霊
の助けにより、より良い運「運がいい」を得、よ
り良い「ついている」（憑く）を得て、輝かしい
人生を送ることが出来れば、幸いである。
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図1　オーブ（たまゆら、PSI-spin群）



6 .5Hz）。（7）電磁波ノイズ並びに室内光ノイズ
が加算した場合には、最頻値は、しだいに増加
する（シューマン・レゾナンスの7.8Hzに近づ
く）。（8）パルス波形のピーク値（オーブの光の
強さ）の出現は、ほぼ指数分布である。つまり
移動速度と光の強さは対応していない（単一光
源ではない）。（9）周波数の分布状態は、ほぼワ
イブル分布である。（10）オーブは変性意識状態

（ASC）下の集中とイメージに関連して、時間や
空間を超越して出現してくる傾向がある。

つぎに、さらに約30年の時間が経過して
（2007）、これらの時間変化曲線をカオス解析
（苗鐵軍、佐々木茂美）したところ、低次元決
定論的なカオス過程（フラクタル次元、D=1.9
～2.2）である事がわかった｛サイ科学（2007）、
29-1,pp, 2-11｝。なおフラクタル次元とは、関
与する動力学的な独立変数（自由度）の数を意
味しているので、生体の2～3箇所（チャクラ）
からサイ（気）を送念している、と判断した。さ
らに8年経過して（2015年）、つぎに示すように、
室外の大気中でマクロな芽オーブの動的な変化
挙動が観察・記録された。

4．芽オーブの変化挙動
大気中に存在しているエアゾール（埃、微粒

子）の大部分は、地球を取り巻いている大気電
界のために帯電している。また空気成分の一部
は大気電界や宇宙線の作用によって電離して
いて大気陰イオン、大気陽イオン、電子になっ
ている。これらによって大気の上層部は陽（+）、
地表部は陰（−）に帯電している。したがって、
地球は電磁気学的には巨大な球形・地球コンデ
ンサー（約30万V）として存在している（直流電
場）。このほかに、雷による活動並びに地磁気
の脈動等に伴って発生すると判断されている周
波数1～10Hz、10-2～10-3V/m程度の微細な
交流電場も存在している。なお、オーブと水は
親和力が大である。空気中に水分がないとオー
ブは極めて発生し難くなる。空気中の水蒸気は

H2O→H（陽イオン）+OH（陰イオン）
になり、オーブ形成の主要な要素に成っている。

さらに判明している重要な性質として、オー
ブ（たまゆら）はマクロPK（念力）として出現し
ている。つまり、撮影者の意識（変性意識状態、

ASC.）と体外にあるオーブとは同調し、情報の
交換を介して出現・生起してくる（マクロPK）、
と判断されている。なお筆者らは、オーブに意
識要素（プラーナ、微細身素粒子、オーラ）が
加算されたものを「オーブ（たまゆら）」と呼ん
でいる。またオーブ（たまゆら）はエネルギー定
条件で、ゼロ場（ゼロ点）で発生・生起する（何
れも､ 別報）、と判断されている。

デジタル・カメラとビデオ・カメラを用いて、
夜間に、芽オーブ撮影のテストをした、実験
者は佐藤禎花師、ほぼ変性意識状態（ASC）で
オーブを呼び込み、情報交換をしながら（マク
ロPK）テストした。佐藤師は特異能力保持者
である。これには多くの成功例がある。

出現形状は、ほぼ丸（球状）型、球状の二分
割型、芋虫状（変形芋虫状）、菱型、その他、
等がある。これらは呼び掛けに応じて遠方か
らやって来る様子である。発生（遠方）当初は
点状であるが、しだいに成長して芽オーブ（ラ
ビット・オーブ）、通常（成熟）オーブになる。
発生の初期過程は柔らかな綿を集合させたよう
な感じであり、次第に成長（集合）すると同時
に、結合が強くなり、通常の球形状等になる。
具体的には、一例を述べる。

芽オーブの変化状況を撮影・記録した動画
の画面を1/30秒毎にコマ送りして、時系列の
1コマ毎に切り取り、キャプチャした画像を重
ねることにより芽オーブの移動を調べた。例え
ば、ある時には丸くなり、クルンと頭を下にし
て180度反転する場合がある。また、一例とし
て、画像分析ソフト「kwls-cps」を用いて色変
化（周波数変化）の状態を調べたところ、シュー
マン・レゾナンス7.8Hz付近を周期として明暗
の変動を繰り返す傾向があった。

以上の測定結果を都合よく説明するため
に、図1の芽オーブのモデル（仮定）を設定す
る。図1の（a-1）、（a-2）は、2種類の異なる巴
型スピン対群で、これをベクトル表示したの
が（b-1）、（b-2）である。これを基にして、観
測された芽オーブ（芋虫状）の諸変化と反転現
象を説明する。例えば、大きな巴型右回りスピ
ン（a-2）が頭を意味し、小さな巴型左回りスピ
ンが尾を意味するものとする。図1に示すよう
に、（a-1）は陽・イオン（H+）と陰（OH−）・イオ
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1．はしがき
念写は、今から約107年前（1910）、福来友吉

博士によって発見されました。「能力者が心の
中で念じた事象が、可視光を遮蔽したフィルム
上に直接に像を結んで写る」と云うもので、英
国超心理学会（世界最初、SPR）発足とほぼ同
時期でありました。時間が経過して近年（1974）
になると宮内力、福田豊両氏は、清田益章師を
被験者として、暗函内に「光湧出」を成功させ
ました。筆者らは、清田師を被験者として、暗
缶内で動き回る（念写の極初期段階）ミクロ・
オーブ（光念球）の動きを記録する事に成功し
ました（1976）。しばらくして（39年後）、佐藤
禎花師の特異能力を介して、大気中で動作す
る芽オーブ（ラビット・オーブ）が撮影・記録さ
れました（2015年）。比較検討すると、それぞ
れの条件の設定は異なるが、ミクロ・オーブと
ラビット・オーブとはほぼ同一であることが解
りました。そして、これらが進行して念写像に
なるのであろう、と判断しております。今回は、
これらについて報告致します。

2．念写とオーブの実験の内容
ミクロ・オーブは、生活空間にあるノイズと

しての電磁波と可視光線を遮断したTVビジコ
ン管内（または暗函内）に発生させた光念球の
動きを意味している。念写は、可視光線と電磁
波（カメラ内）を遮断したフィルム上に光像を結
ばせるもの。芽オーブは、電磁波や可視光線の
存在する大気中（近赤外線領域内）に存在する
光子群（PSI-spin群）の動きを、マクロPKを介
して、写し取ったもの。つまり、空間のある個

所（局所）に遠隔念写をする事に相当すると思
う。本稿では、実験結果を述べたあとで比較・
検討するが、総合して考慮すると、それらはほ
ぼ同一であり、念写過程に現れる共通の物質

（PSI-spin群、光子群）を扱っている事になる
だろう、と思う。

3．ミクロ・オーブ
今から約40年前｛サイ科学（1977）、Vol.4-1,  

pp, 2-9、5-1,pp,15-20、5-3,pp, 41-44、その他｝、
清田師を被験者として、念写の機構解明のため
の基礎実験が行われ、「光湧出」が報告された

（宮内力、福田豊）。続いて可視光線と電磁波
ノイズを遮断した暗缶内に、意念の働きのみに
よる光念球（約1mm直径）の発生（念写）が認
められ、時間変化曲線が記録されて、ミクロ・
オーブである事がわかった（佐々木茂美、小川
雄二）。センサーはホトダイオード（SPD111）、
記録にはメモリースコープとXYレコーダー等
を用いた。
（1）発生した光念球は割合に不安定でランダ

ム・パルス状に変動している。（2）既知の光り
（室内光）が暗函内にある場合には、光球体（念
球）出現の妨げにはならないで、むしろ助けに
なる。（3）暗函内に置いてある太陽電池や発光
ダイオードの性能を変化させないで、物理的な
光りに加算した形で、出現してくる。（4）暗函
内に物理的な連続光がある場合には、発生して
くる光はよりランダム・パルス状になる傾向が
ある。さらには、（5）光念球の移動速度は群パ
ルス状で、うねりの様な緩急動作を繰り返す。

（6）移動速度はほぼ正規分布である（最頻値は
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念写の初期過程に現れる動的なミクロ・オーブ念写の初期過程に現れる動的なミクロ・オーブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

化）なる。
（1）通常、オーブの出現には、フラッシュ光

を用いて撮影するが、写らない場合には、何回
か繰り返して実施すると写る（出現する）事に
なる（多くの実験値がある）。これは、上で述べ

たように、Aの撮影者と（Bの）オーブ間で、情
報交換（マクロPK）を繰り返すことにより、A
とBの間に相殺ゼロの累積が生じ、これが一定
値に達すると、零場が形成されて現象（オーブ
生起）が起きるのであろう、と判断できる。



的に累積し、このゼロの集積値が或る値（変曲
点）に達すると、サイ現象が生起する｝。―
ゼロの集積がサイ（気）現象生起に関係がある
であり、新発見であった。しかも、これらは、
東洋の伝統文化の太極図（陰、陽の巴型シンボ
ル）の実験的な測定結果であると判断されたら
しい。そして、暫く時間が経過して1993年8月
27日になると、中国人体科学会の理事長張震
カン理事長（銭学森会長）から、筆者宛に直接
の連絡があり、これをきっかけにして日中の共
同研究（水、植物、魚、受精卵、初生鶏等、3
～5年間）、特異能力者の張志詳師（意識研究）
の来日、分杭峠（伊那市、パワースポット）の
発見、江沢民主席の来日時に大使館からの連
絡で歓迎会に出席。苗鉄軍博士との共同研究

（日本）等、様々に展開する事になった。

4．透視と念写
いまから約35年前、中国では、透視に関す

る種々様々なテストが実施されていた。日本で
は、宮内力、福田豊両氏は、清田益章少年を
被験者にして、念写の研究を実施していた。ほ
ぼ同時期に芳賀秀雄、早瀬勇一（大学生）は、
山下祐人少年を被験者にして自己催眠法を用
いた非眼視覚（透視）能力の開発・訓練とその
実験を行っていた。山下少年は、これらを基
にして特異能力訓練法を樹立し、同時に自らの
特異能力も高める事ができた。そして、この山
下祐人少年を被験者にして、透視と念写の実
験が、筆者らによって実施された。山下少年
は、変性意識に近い状態（ほぼASC）でテスト
していた。（1）自らの肉眼（眼球）を使わないで
物（画像）を見るテスト（透視、非眼視覚）の際
の光は、向側からやってくる。この光は室内光
とは別である。試行錯誤した後にテストした。
目隠しをする。暫くの時間が経過した後（4～
8秒）に、突然に、見えるようになる。（2）おで
こ（ひたい）の前方にメンタル・スクリーンが出
き、そのスクリーン上に前方の画像が、部分的
にポーン、ポーンと出てくる。従って、図像の
難易には無関係に透視する（模写する）ことが
できる。（3）透視で見た図像を模写（手書き）し
たものは、鏡像関係（右左が逆）になっていた。

（4）感覚的（熱い、冷たい、におい等）な反応が、

視覚の情報よりも、先に来る。（5）透視中に被
験者の身体にアースすると、突然、画像が崩れ
て見えなくなり、ショックが体中を走りぬける。

（6）画像を色紙にした場合には、スクリーン上
で、知覚される時間が異なる（1～15秒）。テス
トした13色の中で、白色と黒色が一番よく見え
る（早く見える）。一番遅く見えるのは茶色であ
る。（7）室内の明るさにも関係があり、明るい程
早く、よく見える。（8）見える範囲（知覚できる
範囲）はきまっており、前方に三角形柱状であ
り、割合に狭い。（9）透視が可能な時には、念
写も可能になる。―その他。

これらの実験結果の中から、透視の可否の条
件（基準）を取り出して検討・推定する。上の

（1）としては、被験者は、波長の異なる幾重も
の卵型のオーラ（波動の異なる、非可視の）に
包みこまれて存在している、と推定。意念で見
ようとする。皮膚（チャクラ）上のA点から放出
されるPSI-spin群（光子群、サイ、気）は、自
分自身のオーラ壁上にある対象物「B点」にぶ
つかり、鏡状に反射されて、戻ってくる。この
時、AとB（オーラの鏡面）の間では、PSI-spin
群の行きと帰りで相殺ゼロが形成される、と判
断できる。上の（1）で、幾度となく施行錯誤し
た後。暫くの時間が経過した後で、突然見えて
くる。これは｛サイが作用・存在する場におい
て、相殺零を離散的に累積し、このゼロの集積
値が或る値（変曲点）に達すると、サイ現象が
生起する｝。この相殺ゼロが離散的に累積され
ている、のであろう。「ゼロの集積がサイ（気）
現象生起に関係がある」と、考える事が出来よ
う。なお（2）～（8）は、透視時に現れるサイ（気）
の性質を意味しているのであろう。

5．オーブ（たまゆら）の発生
オーブの発生条件となるのは、零場（零点）

の形成であると判断できる。オーブの芽（種）
は、PSI-spin群（陰性、陽性の光子群）として
撮影者付近の近赤外線領域に存在しているが、
撮影者の呼び掛け（意念）に応じて、マクロPK
として撮影者とオーブとの間の情報交換の後、
可視光線領域まで波動をあげて（例、高波動の
光子群を吸収する等）、目に見えるように（可視
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実験室内（佐々木、越智）で行われ、これを基
にして ｢零場｣ が発見されました。そして、こ
れは、サイ現象（超常現象）の発生・生起に関
連した新しい現象（基準）になるだろう、と判断
致しました。しかし解明が未消化であり、考察
と表示が浅薄でありました。したがって、永い
期間にわたってゼロ場やゼロ磁場の意味が理解
されず、いまだに、多くの問い合わせや質問が
寄せられております。そこで、今回は、より広
い立場からその意味を解説する事に致します。

2．ゼロ場の発見（メタル）
筆者らは、メタルの強度と変形に関係した問

題を永い期間にわたって研究してきました。し
たがって、変形や破断の判断にはより豊富な経
験を持っていると思います。当然ながら、サイ
科学分野への研究も、メタルから開始すること
になりました。ユリ・ゲラーの「不思議な曲がり
かた、を見た」の実験は、解析が容易な条件を
選んで、実験室内でテストする事になりました。
　メタル・ベンデングの出来る少年たち（念力
の能力保持者）の協力のもとに実施されました。
短冊形（板状）の焼きなまし処理を施した軟鋼
材を用い、｢曲がれ｣ の意念（オーラ）の基に、
階段状に荷重を加えてゆく（数回～10回程度）。
載荷による加圧力と軟鋼内部に生じる反発力の
間に生ずる「相殺ゼロ」の階段的な累積を生じ
させる。これが、ほぼ降伏点に達すると、急に
念力変形（PK変形）が生じ（加算される形で）、
すぐに再載荷しても、極僅かな荷重の間は、変
形しない。

この降伏点は、軟鋼の強度（変形）の分岐点
であり、降伏点以下は弾性変形、降伏点以上
は塑性変形である。つまり、「念力変形を発生
させたい」の意念（オーラ）の基に、「相殺ゼロ」
を重ねると、基材（軟鋼材）のほぼ分岐点（降伏
点）で念力（マクロPK現象）が発生する。―

｛サイが作用・存在する場において、相殺零を
離散的に累積し、このゼロの集積値が或る値

（変曲点、分岐点）に達すると、サイ現象が生
起する｝。―ゼロの累積・集積（新しい言葉）
がサイ（気）現象生起に関係がある―。ゼロ
を集積する場をゼロ場と呼ぶ。ゼロ場の中にゼ
ロ点があり、零点ではマクロとミクロ、意識（意

念）と物質、超常現象発生などの変換と生成が
生じる。―と云うことが分かりました。

3．相殺ゼロ磁場と「気」
「相殺ゼロ磁場」に最初に注目したのは、電

気工学者の故大橋正雄氏だったと思う。導線
に電流を流すとその周りに磁場ができる。無誘
導巻きコイルの右巻コイル部分に生ずる磁場
と、左巻コイル部分に生ずる磁場を衝突させる
と、互いに消し合って零になる（相殺ゼロがで
きる）。しかし、エネルギー保存則から判断す
るとゼロにはならないで別の物質に変換される
筈である。

この無誘導巻きコイルに交流を通電した場
合には物質波（縦波、スカラー波）に成ると大
橋氏は主張した。しかし、これは、ド・ブロ
イ（1924）が提案した「物質波。ド・ブロイ波」
と名前が同じであった為か、あまり注目されな
かった様子である（大橋、波動性科学、1988、
たま出版）。

さらに佐々木茂美、小林泰樹、故大橋正雄
（人体科学、3巻1号）は、意念（オーラ）を持つ
実験者が造った無誘導巻きコイル水の電気伝
導率等を測定・解析して、これが気功水（サイ、
プラーナ、気、の含有水）である事を確かめた。
またこの水を加熱させた場合には、電気伝導率
が高くなることから、サイ（気）の熱活性化エネ
ルギー（ΔH=1.38eV）を測定した。これらの
結果から、サイ（気）の性質として、サイ（気）
は近赤外線領域に存在している事を発見した。

また赤外線分析（IR）とレーザー・ラマン分
光分析を行った結果として、スペクトルの位置
は変わらないで強度が低下する（インテンシテ
イは、0.9943から0.6579に）。つまり、サイ（気）
は水の分子構造は変えないで、水素結合を弱
める性質があると判断した。また核磁気共鳴分
析（MRI）の測定結果から、この水は、O-Hの
伸縮振動を起こし易くする場合と、起こし難く
する場合のある事が判った。

つまりサイ（気）には「正」の効果と「負」の効
果（シュレデンガー波動方程式に虚数が含まれ
る為か）があるとした。考えられる機構として
は、メタル・ベンデングと同一の解釈―｛サ
イが作用・存在する場において、相殺零を離散

●� ●



本部で講演いただいた（昨年2月）不食の秋
山佳胤氏の活動のエネルギー源のプラーナの実
態は何なのでしょうか? タイの洞窟で祈祷師ア
チャンがマントラを唱えるとマイクロビッグバ
ンが起きて物質が生じるメカニズムはどうなっ
ているのでしょうか? いずれの場合も関わって
いる人の脳波を測ると、右脳と左脳とで7.8Hz
のコヒーレント状態が10秒以上も続く頻度が多
いのが特徴でした。

図4に示す2000年前のタオの世界観を、脳
波を通じて現代に引き込むことができる気がし
ます。

またインド占星術の大家・バブルジが手相を
見ながら相手の生年月日を当てたり過去の大き
な出来事を当てたとき、2人の脳波は7.8Hzの
コヒーレント状態が5秒以上続く頻度が多くみ
られました。

このように不思議現象に直接関わっている
人の脳波を計測すると共通点が見られ現象の
解明に一役果たせるのではないかと思ってい
ます。図4に示す2000年前のタオの世界観を、
脳波を通じて現代に引き込むことができる気が
します。

● �●

図3　プラズマ振動のパワースペクトル 図4　タオの世界観

図2　シューマンの仮説

ゼロ場（ゼロ磁場）とは何かゼロ場（ゼロ磁場）とは何か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

1．はしがき
「零場（ゼロ点）」の基になっている現象は、

約40年前（1976年）に来日したユリ・ゲラーの

「メタル・ベンデング（金属曲げ）」TV公表時に
発生致しました。「不思議な変形（曲がりかた）
を見た」を検討するための基礎実験が電通大の



●� ●

実際の脳波
脳波は一例を図1に示すような電気的振動波

です。振幅の小さい複雑な波形と振幅の大き
な調和振動波が重なり合っています。クーロン
フォースはロングレンジに働きますから皮質の
電極直下の神経回路の応答だけでなく脳幹や
離れた位置の神経回路の応答も重畳されます
から空間解像度は低いのが特徴です。

臨床脳波ではこのような複雑な波形のグラフ
を熟練者が目視で1秒間に振動する周波数を判
定していますが、工学系では入力された電気信
号をフーリエ変換してスペクトル分析しますか
ら正確な判定が可能です。しかもディジタル信
号処理技術を駆使して2点間の相関分析がリア
ルタイム行えますから、右脳と左脳、前頭葉と
後頭葉との脳波の相関を観ることが可能です。

例えば記憶力を発揮する際は覚えるときも記
憶回想するときも10Hzのミッドα波が強いこと
が必須ですが、右脳と左脳との10Hzが共鳴す
る頻度が多いほどうまくいくみたいです。ESP
カードを透視するときは10Hzのミッドα波に
加えて7.8Hzのスローα波で左右が共鳴するこ
とが必須のようです。またスプーン曲げのよう
なPK現象は10Hzのミッドα波より7.8Hzのス
ローα波が強くしかも左右の共鳴頻度が多いほ

どうまくいくようです。
また催眠やヒーリング、占いなどは2人の脳

波が7.8Hzのスローα波で共鳴する頻度が多
いほどうまくいきます。2人の脳波が共鳴する
メカニズムは全く分からず、いかにα波が強く
ても周波数が低いので空間に電磁波が輻射さ
れ周りに影響を与えるとは考えられません。何
か他のメカニズムを考える必要があります。

例えばこのように考えてはどうでしょうか? 
この空間はドイツの物理学者シューマンの仮説
によれば太陽から飛んでくる陽子と電子が地磁
気で曲げられ電離層を形成し、計算上では図2
のように7.83 , 14 .1 , 20 .3Hzのプラズマ振動し
ているはずだと云います（1957年）。後にアポロ
1号（1967年）で電離層の存在を発見してバン
アレン帯と命名し、図3によればアポロ4号の
実測で7.8Hzを中心としたパワースペクトルは
2Hzの半値幅を持っていることが分かりました。
と云うことは、私達は系統発生的にも個体発生
的にも7.8Hzを中心とした揺らぎのある電磁波
フォトンの中で進化し成長してきたことになり
ます。素朴な疑問として、目も耳も鼻もない精
子が卵子を目指して突進できるのは何を手がか
りにしているのでしょうか? 尻尾を激しく振る
エネルギーはどこから得られるのでしょうか?

図1　脳波の一例



はじめに
ESP（超感覚的知覚力）やPK（念力）などは

現代科学で現象のメカニズムが説明できないの
で非科学的なこととして好奇の対象で片づけら
れています。しかし、私たちは日常生活で“気
がする”“気になる”“気を入れる”など科学技術
には定義のない“気”という概念を身につけて
活用しています。

一方、内気功や外気功の現象に注目してそ
のメカニズムを科学的に解明しようとする動き
は以前からありますが、現象の再現性や客観性
にこだわる限り成功しないように思われます。
例えば気象現象に見るように流体力学の枠内で
はありますが、ファジーの典型ですから従来手
法では本質を掴むことが出来ていません。

そこで“気”と相互作用の強い細胞集団に注
目してみましょう。60兆個もあると言われて
いる人間です。“気づき”の鋭い人や鈍い人も
いますが、程度の差こそあれ、細胞は必ず反
応しているはずです。その反応を神経細胞が
集めて中枢である脳に送り、脳が情報処理を
している事実があります。幸いなことに情報
処理は電気的に行われていますから外から脳
波（EEG=Electroencephalograph）や筋電図

（EMG=electromyography）の形で観察するこ
とができるのです。
　
脳波に含まれる情報

頭部表皮に電極をつけて入力インピーダンス
の高い増幅器に導入すると入力部分に換算し
て10～500μV程度の生体信号が観察できます。
空間ノイズが1000倍ほど大きいけれど差動増

幅器の特徴を生かして生体信号だけを抽出す
ることができます。

EMGは介在する神経細胞の数が少なくほぼ
神経インパルスの形ですから周波数成分は500
～1000Hzであり周期性が見られないのに対し、
EEGは介在する神経回路が循環回路を含めて
膨大で周期性も目立ち周波数成分は1～26Hz
と低くなります。

EEGには脳の内的要因で変化する自発反応
と、外的刺激による誘発反応とありますが、近
年（2008年）誘発反応は自発的な活動に影響さ
れていることが報告されています。その自発的
活動による脳波は、閉眼時に後頭部から振幅の
強い8-10Hzの波が計測されα波と呼ばれてい
ます（1929年）。
α波は開眼すると消失することから視覚情報

処理にかかわる現象を反映し、視覚刺激が遮
断されてアイドリング状態になったときのリズ
ム、あるいは情報処理が抑制されたリラックス
状態の信号と考えられ、いまだに臨床脳波では
その考えが踏襲され、極端な例はα波が強いと
脳が活動していない、あるいは惚けの応対の脳
波だと言い切る人までいます。

しかし能力者が卓越した能力を発揮している
ときや、一般の人の開眼状態や緊張していると
きでもα波は観察される場合がありますし、逆
にリラックスしていてもα波が観察されないこ
ともあります。ですからα波をリラックス状態
の尺度としたり脳が活動していないと解釈する
ことは好ましくありません。

そこで脳波を次の表のようにα波を3種類に
分けて整理してみます。

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.sakura.ne.jp  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp

No. 433

2017.5･6

サイ現象と脳波（１）サイ現象と脳波（１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志賀　一雅　


